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岐阜女子大学住居学専攻では、平成16年度から、なかなか授業だけでは学びきれない建築設計、施工全般に関わる事を、
実際の建物を建設する、またリフォームという実践・体験を通じて、総合的な知識と実践力への育成をめざし、学生による様々
な体験活動プロジェクトを展開しています。

■１号館トイレリフォーム実習！

特別プロジェクトーリフォーム実践活動

岐女大生の学生生活調査アンケートから、学内トイレの改善要望が上
がり、大学側から依頼を受け、住居学専攻でコンペを実施しました。

住居３年の時田美咲さんと森本はるかさんの作品が優秀賞に選ばれ、
大学側にトイレリフォーム計画案が採用され、学生による手づくりリ
フォーム実習が始まりました。
水まわりの設計は初めてでしたが、図面を作成し、予算内で収まるよう
内装材や照明器具等、インテリアコーディネートも担当。職人さんに指
導をしていただきながら、クロス貼りやブース組み立て等の工事作業も
体験しました。 ＜大学側に計画案を説明＞
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Design Policy of Space Reforming

以前の洗面台

以前の和便器ﾌﾞｰｽ

１）荷物置き場の設置
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ内では
・背面にｶｳﾝﾀｰ
・壁面に荷物掛けﾌｯｸ
・棚付きﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

２）男子トイレを無くし、ﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾅｰを新設。
手洗いする人と身だしなみを整える人の空間を
確保

４）ﾄｲﾚﾌﾞｰｽのｽﾍﾟｰｽと洗面台、
ﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾅｰｽﾍﾟｰｽを分けること
により、匂いや音漏れへの配慮
を行なう

５）洗面台では、鏡の上に
ﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾅｰでは、鏡の両
側に照明を設置

個室ブース内

＜Before＞

▼ パウダールーム ▶

＜After＞

以前の入口

女子トイレ

男子トイレ

湯沸室

湯沸室ﾊﾟｳﾀﾞｰﾙｰﾑ

女子トイレ
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クロス貼り工事 2014.03.07～11 ブース取付工事 2014.03.12

リフォーム前 取り壊し・はつり工事 2014.02.21 

壁下地工事 2014.02.26 モール取付・塗装 2014.03.04

40年近く大きなメンテナンスもされることが無かった１号館のト
イレ。長年にわたる汚れやにおい、照明器具の
少なさから暗いとの声も。
近年、使用されることも
少なくなっていました。

工事が始まる前に、現場監督さんと打合せをさせていただきま
した。リフォーム工事は春休み期間の約6週間。
危険なはつり工事などは職
人さんに助けて頂きました。

費用を安くするために、既設のタイル壁に下地を組み、新たな
壁をつくりました。今までのタイル壁が
覆われると、空間のイメージ
が、がらっと変わりました。

＜取り壊しの様子＞

＜壁下地組立の様子＞ ＜モール塗装の様子＞

リフォームのポイントでもある、クロスを貼り分けるために
天井、腰、壁の部分に
デザインモールを取付、
塗装を行ないました。

ブースの取付も始めての体験。寸法にあわせて部品を切り出し、
組立てを行いました。
ヒンジの取付位置によって
扉の開き勝手が変わるので
慎重に取付をしました。

＜ブース組立の様子＞

クロスをムラ無く綺麗に貼る為に、ボードの継目にパテ処理を
行ないました。隠れてしまう
所ですが、綺麗に仕上げる
ための大切さを実感。

＜以前の様子＞

＜クロス貼りの様子＞

完成 2014.03.20設備取付工事 2014.03.14～18
予算が厳しい中、こだわった照明器具が取付けられました。
その分、洋便器、手洗器はコストダウン。 ＜２Fパウダールームの様子＞

１F～３Fまで、異なるカラーイメージ空間が完成しました。

＜１Fパウダールームの様子＞＜３Fパウダールームの様子＞
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